


















































































































































































































































計 40 16 2．2土0．7
50．0
26．3
40．0
33．3
40。0
検体は第5病日以内に採取された患者便を使用した．
認められた．それぞれの遺伝子型について作成されたポリ
クローナル抗体における異なった遺伝子型に対する交差反
応は微弱であるのため，非対応の遺伝子型も同一感度で検
出することは極めて難しいものと考えられた。続いて，遺
伝子解析の結果から複数の遺伝子型（主にGI／2，　GII／3，
4，6及び7が検出された）の関与が疑われた事例におけ
る胃腸炎患者の便について，同様の比較を試みた．その結
果，表4に示したとおり陽性一致率が低い傾向を示した．
キットの抗体が対応している遺伝子型が複数種検出された
事例の検体において，それら遺伝子型が単一で検出された
場合よりも低い陽性一致率を示した理由は不明である．今
後，ウイルスの定量的解析も試みて原因を明らかにする必
要があると思われた．
　集団胃腸炎発生時における早期の原因物質の同定は，迅
速で的確な行政対応の実施にあたり必須である．毎年，ノ
ロウイルスによる集団胃腸炎事例は，高齢者保健施設，乳
幼児保育施設，学校，社会福祉施設，病院及び飲食店など
で多く発生している．事例発生後の早期に保健所における
検査が可能となれば，速やかに疾病対策への移行がなされ
るものと思われる．本キットは，作業開始からおよそ3時
間半でノロウイルスの有無を判定することが可能であった．
しかしながら，今回の検討結果から，キットにおけるノロ
ウイルスの検出率は遺伝子検査の約5割であること，検体
には第5病日以内に採取された便が望ましいこと，遺伝子
型によって検出率に差が認められることなどが使用上の留
意点として挙げられた．今後，これらの点を改善し感度及
び信頼性のさらなる向上を図ることが，迅速かっ確実性が
求められる行政検査への導入に必要であると思われた．ま
た，調理従事者など非発症者の便は，高感度が要求される
こと，検出されたノロウイルス遺伝子においては患者便か
ら検：出されたものと相同性検索を行う必要があることなど
から，今後も遺伝子検査を行うことが望ましいと考えられ
た．行政検査の迅速化に対する要望は，将来にわたります
ます高まるものと考えられる．従って，今後も，迅速で汎
用性に優れた診断キットが開発された場合，検査体制の充
実に向けて随時検討を行い，現行法に相当する信頼性の有
無を判断していくことが必要であると考えられた．
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